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                    午後３時 10分開議    

     亀 山 彰 委 員 の 質 疑 及 び 答 弁 

 

瘧師委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。  

 亀山委員。あなたの持ち時間は 60分であります。  

亀山委員  お疲れさまです。自由民主党富山県議会議員会の亀山で

す 。 当 会 派 の 議 員 と し て の 質 問 は ５ 年 ぶ り と な り ま す 。 本 日 の

最終質問者となります。よろしくお願いいたします。  

 まず、地域防災力の強化について２問伺います。  

 県 は 女 性 消 防 団 員 の 活 動 を 財 政 支 援 し て い ま す が 、 女 性 防 火

ク ラ ブ は 対 象 外 に な っ て お り 、 立 山 町 で は 町 が 単 独 で 支 援 を し

て い ま す 。 女 性 防 火 ク ラ ブ は 炊 き 出 し の 訓 練 に 参 加 す る な ど 、

地 域 防 災 活 動 を 積 極 的 に 行 っ て お り 、 県 も 積 極 的 に 支 援 す べ き

ではないでしょうか。  

 地 域 防 災 力 の 向 上 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 女 性 防 火 ク ラ

ブ の 活 動 に 対 し て 、 県 が 財 政 支 援 を す べ き で は な い で し ょ う か 。

中林危機管理局長にお伺いいたします。  

中林危機管理局長  女性防火クラブは、家庭での火災予防に関する

知 識 の 習 得 、 地 域 全 体 の 防 火 ・ 防 災 意 識 の 高 揚 等 を 目 的 と し た

組 織 で あ り 、 県 内 で は 、 本 年 ４ 月 １ 日 時 点 で 48ク ラ ブ 、 １ 万

3,617人の方々が地域防災力向上のため活動されています。  

 女 性 防 火 ク ラ ブ の 活 動 に 対 す る 県 の 支 援 と し て は 、 財 政 支 援

は 行 っ て い な い も の の 、 全 ク ラ ブ が 加 盟 す る 富 山 県 女 性 防 火 ク

ラ ブ 連 絡 協 議 会 の 活 動 に 対 し 、 総 会 の 開 催 、 記 念 講 演 の 実 施 に

向 け た 講 師 の 選 定 や 連 絡 調 整 、 施 設 見 学 研 修 会 の 企 画 、 県 消 防

学 校 一 日 体 験 入 校 の 開 催 の 準 備 を 行 う な ど 、 様 々 な 人 的 支 援 を

行っております。  

 一 方 で 、 委 員 御 指 摘 の と お り 、 女 性 消 防 団 員 に は 、 県 の 消 防

団 活 動 活 性 化 事 業 補 助 金 の 一 部 を 活 用 し 、 財 政 支 援 を 行 っ て お



 

 －２－ 

り ま す 。 女 性 防 火 ク ラ ブ は 補 助 対 象 と し て い ま せ ん が 、 女 性 防

火 ク ラ ブ に は 、 高 齢 者 宅 訪 問 や 住 宅 用 火 災 警 報 器 の 設 置 促 進 な

ど に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い た だ い て い る こ と な ど か ら 、 女 性 防

火 ク ラ ブ を 単 独 で 財 政 支 援 し て い る 市 町 村 や 、 富 山 県 女 性 防 火

ク ラ ブ 連 絡 協 議 会 の 意 向 も 確 認 の 上 、 今 後 の 対 応 を 検 討 し て み

たいと考えております。  

亀山委員  今の答弁を聞いていますと、ちょっと光が当たるのでは

な い か な と 、 張 り が 出 る の で は な い か と 思 い ま す 。 よ ろ し く お

願いいたします。  

 次 に 、 女 性 消 防 団 員 が 所 属 す る 分 団 並 び に 方 面 団 な ど は 県 内

に 28団 体 あ り 、 女 性 分 団 の み で 組 織 す る 消 防 分 団 の な い 県 内 の

市 町 村 は 、 入 善 町 、 魚 津 市 、 上 市 町 、 立 山 町 の み と な っ て い ま

す。  

 女 性 に よ る 防 災 活 動 の さ ら な る 推 進 と 女 性 消 防 団 員 の 地 位 向

上 を 図 る た め 、 県 内 全 て の 市 町 村 で 女 性 消 防 団 員 の み に よ る 消

防 分 団 を 組 織 す る こ と が 重 要 と 考 え ま す 。 団 員 数 に も よ り ま す

が、どうでしょうか。新田知事にお伺いいたします。  

新田知事  消防組織法において「消防団の組織は市町村の規則で決

め る 」 と 規 定 さ れ て い ま し て 、 女 性 消 防 団 員 が 所 属 す る 組 織 に

つ い て も 、 各 地 域 の 実 情 に 合 わ せ て 、 同 様 に 市 町 村 に お い て 定

め ら れ る と 承 知 し て お り ま す 。 県 内 10市 町 で 既 に 女 性 消 防 団 員

のみの消防分団が組織されています。  

 こ れ ら の 組 織 を 構 成 す る 県 内 の 女 性 消 防 団 員 は 、 本 年 ４ 月 １

日現 在 で 459人と なっ て お り、 10年 前に 比 べ て 22人 増 加し て いま

す 。 女 性 の 視 点 か ら の 幼 児 防 火 教 室 で の 防 火 啓 発 活 動 や 独 り 暮

ら し 高 齢 者 の 家 庭 防 火 訪 問 、 住 宅 用 火 災 報 知 器 の 設 置 促 進 な ど 、

幅 広 く 御 尽 力 い た だ い て お り 、 そ の 活 躍 を 心 強 く 思 っ て お り ま

す。  

 県 に お い て は 、 こ れ ま で 女 性 消 防 団 員 の 活 動 内 容 の 充 実 や 活
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性 化 を 図 る た め 、 県 消 防 団 活 動 活 性 化 事 業 補 助 金 に よ り 、 市 町

村 が 実 施 す る 女 性 消 防 団 の 活 動 服 や 装 備 品 に 対 し て 助 成 す る ほ

か 、 県 下 の 女 性 消 防 団 員 で 組 織 す る 県 女 性 消 防 団 員 連 絡 協 議 会

が 実 施 す る 研 修 会 や 消 防 団 Ｐ Ｒ グ ッ ズ の 製 作 に 対 し て も 助 成 し

ています。  

 委 員 御 指 摘 の 女 性 消 防 団 員 の み の 消 防 分 団 を 組 織 す る こ と は 、

団 員 の 士 気 向 上 や 活 動 の 活 性 化 も 期 待 で き 、 ひ い て は 団 員 確 保

や 住 民 の 方 々 の 防 火 防 災 意 識 の 向 上 に つ な が る の で は な い か と

考 え ら れ 、 市 町 村 な ど か ら 相 談 が あ れ ば 、 地 域 の 実 情 も お 聞 き

し な が ら 、 適 切 な 助 言 を 行 う な ど 支 援 を し て ま い り た い と 思 い

ます。  

亀山委員  女性消防団員が大会で司会、裏方仕事をしているのはも

っ た い な い よ う な 気 が す る も の で す か ら 、 地 位 向 上 を 図 っ て も

らいたいと思います。  

 次 の 質 問 に 入 り ま す 。 立 山 地 域 の 観 光 振 興 に つ い て ３ 問 お 伺

いいたします。  

 立 山 黒 部 貫 光 株 式 会 社 が 、 新 し い ロ ー プ ウ エ ー の 整 備 を 断 念

し た と あ り ま し た が 、 立 山 町 と し て は 諦 め て は い ま せ ん 。 特 に

夏 山 シ ー ズ ン や 観 光 シ ー ズ ン は 、 利 用 者 に よ る 長 い 待 機 列 が 発

生 し て い ま す 。 特 に 下 山 時 、 室 堂 で は 予 約 が な い も の で す か ら 、

下 山 の 時 間 も 観 光 者 と い う の は 不 規 則 な も の で す か ら 、 そ う い

うことが実際に起きております。  

 運 行 能 力 の 限 界 が 懸 念 さ れ ま す が 、 観 光 客 の 安 全 か つ 円 滑 な

輸 送 を 確 保 す る た め の ケ ー ブ ル カ ー 増 設 や 、 快 適 ・ 安 全 に 登 山

するための登山道整備を検討してはどうでしょうか。  

 今 年 は 例 年 に 比 べ 積 雪 量 が 多 く 、 称 名 滝 滝 開 き 安 全 祈 願 祭 が

行 わ れ た 後 も 、 滝 つ ぼ を 間 近 に 見 る こ と で き る 滝 見 台 園 地 ま で

の 除 雪 作 業 や 落 石 な ど の 安 全 確 認 に 時 間 が か か り 、 開 通 が 遅 れ

ま し た 。 元 生 活 環 境 文 化 部 長 は 「 絶 対 に 落 石 は な い 」 と い う 表
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現を使われましたけど、もちろん安全対策重視です。  

 立 山 黒 部 貫 光 株 式 会 社 に よ り ま す と 、 今 後 は ケ ー ブ ル カ ー の

車 両 更 新 に よ り 対 応 し て い く 方 針 を 発 表 さ れ ま し た 。 県 と し て

ど の よ う な 支 援 策 や イ ン フ ラ 整 備 を 検 討 し て い る の で し ょ う か 。

宮崎観光推進局長に伺います。  

宮崎観光推進局長  全線開通から 50年以上が経過する立山黒部アル

ペ ン ル ー ト が 国 内 外 か ら 選 ば れ 続 け る 観 光 地 で あ る た め に 、 県

と し て は 、 こ れ ま で も 利 用 者 が 安 全 で 快 適 に 立 山 エ リ ア を 満 喫

し て い た だ け る よ う 、 登 山 道 や 案 内 看 板 の 改 修 、 山 岳 診 療 所 の

診 療 環 境 の 整 備 等 を 進 め て き ま し た ほ か 、 立 山 ケ ー ブ ル カ ー の

耐 用 性 等 の 調 査 や ウ ェ ブ 予 約 シ ス テ ム の 改 修 な ど 、 立 山 黒 部 貫

光株式会社が行う取組に支援してまいりました。  

 令 和 ３ 年 度 か ら ５ 年 度 に か け て 同 社 が 実 施 し ま し た そ の 耐 用

性 等 の 調 査 の 結 果 、 緊 急 的 に 対 応 す べ き 箇 所 は な く 、 対 策 及 び

対 策 計 画 の 策 定 で 対 応 可 能 と の 総 合 評 価 が 出 さ れ ま し た こ と 、

ま た 、 ウ ェ ブ 予 約 シ ス テ ム の 浸 透 な ど に よ り ま し て 待 ち 時 間 が

解 消 さ れ て き て い る こ と 、 さ ら に 搬 器 、 い わ ゆ る 客 車 部 分 の 更

新 に よ る 乗 車 定 員 の 増 加 と バ リ ア フ リ ー 対 応 が 検 討 さ れ て い る

こ と な ど か ら 、 県 と し ま し て は 、 今 後 の ケ ー ブ ル カ ー の 再 整 備

に よ っ て 、 観 光 客 の 安 全 か つ 円 滑 な 輸 送 が 確 保 さ れ て い く も の

と考えております。  

 今 後 の 再 整 備 に つ き ま し て は 、 同 社 が 主 体 と な り 計 画 的 に 実

施 さ れ る も の と 考 え て お り ま す が 、 県 と し て も 、 比 較 的 観 光 客

が 落 ち 着 く ６ 月 や ９ 月 の 魅 力 を 創 出 す る こ と に よ る 入 り 込 み の

底 上 げ ・ 平 準 化 を 進 め る こ と な ど を 通 し ま し て 、 よ り 収 益 を 上

げ て い た だ き 、 持 続 可 能 な 立 山 黒 部 ア ル ペ ン ル ー ト と な り ま す

よう引き続き連携して取り組んでまいります。  

亀山委員  「ケーブルカー増設」という言葉を入れさせていただき

ま し た 。 今 、 要 す る に 、 更 新 だ け で は そ の う ち 限 界 が 来 る と い
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う こ と が あ る も の で す か ら 、 も し も ロ ー プ ウ エ ー が で き な い の

で あ れ ば 、 ケ ー ブ ル カ ー を も う 一 本 別 に 架 け る と い う 表 現 で 私

は質問させていただきました。  

 そ れ と 、 登 山 道 整 備 に も 触 れ た の で す が 、 こ れ は 八 郎 坂 か ら

は 通 行 止 め に な っ て お り ま す 。 歩 い て 登 山 を 楽 し ま れ る 方 も い

ら っ し ゃ い ま す の で 、 立 山 町 も 検 討 し て お り 、 協 力 し 合 え る の

ではないかと思います。  

 そ し て 、 マ ラ ニ ッ ク で す か 、 上 ま で 行 く 、 あ れ に も こ こ を 利

用 し て お り ま し た 。 そ う い う 関 係 も あ る も の で す か ら 、 こ こ の

整 備 は ど う い う 状 態 で 、 こ の 後 ど う な っ て い く か と い う こ と も 、

もしも分かれば聞かせていただきたいと思います。  

宮崎観光推進局長  そこにつきましては、関係部局と また相談して

まいりたいと思います。  

亀山委員  今度またよろしくお願いいたします。  

 立 山 町 は 、 町 管 理 駐 車 場 を 有 料 化 す る 方 針 を 打 ち 出 し て お り 、

こ れ に よ り 、 一 定 の 利 用 抑 制 効 果 や 駐 車 場 回 転 率 の 向 上 が 期 待

さ れ る 一 方 で 、 立 山 駅 に 近 く 、 現 在 も 無 料 で 開 放 さ れ て い る 県

管 理 駐 車 場 に 車 両 が 長 時 間 駐 車 さ れ る 傾 向 が 見 ら れ 、 繁 忙 期 に

は 観 光 客 が 駐 車 ス ペ ー ス を 確 保 で き な い な ど の 影 響 が 懸 念 さ れ

ております。  

 同 一 エ リ ア 内 で 立 山 町 と 県 が 異 な る 運 用 方 法 と な る こ と で 不

均衡が生じることを危惧する意見も出ています。  

 一 方 の み が 無 料 で あ る こ と の 整 合 性 の 整 理 や 駐 車 可 能 時 間 の

導 入 、 双 方 の 駐 車 場 へ の 案 内 体 制 の 充 実 な ど 、 県 と し て 何 ら か

の対応を検討すべきではないでしょうか。  

 特 に 夏 山 シ ー ズ ン や 連 休 な ど に は 多 く の 登 山 客 や 観 光 客 が 立

山 地 域 を 訪 れ る こ と か ら 、 駐 車 場 の 利 用 環 境 を 公 平 、 効 率 的 に

整 備 す る こ と は 、 観 光 満 足 度 の 向 上 や 地 域 の 交 通 円 滑 化 に も つ

ながる重要な課題と考えます。  
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 ま た 、 ７ 月 １ 日 に は 立 山 夏 山 開 き が 予 定 さ れ て お り 、 姉 妹 都

市 の 方 々 を は じ め 、 多 く の 訪 問 者 を 迎 え る に 当 た っ て も 、 こ う

し た 施 設 整 備 や 案 内 体 制 の 充 実 は 大 き な 意 義 を 持 つ と 考 え ま す 。  

 立 山 駅 周 辺 の 県 管 理 駐 車 場 に つ い て 、 そ の 利 用 実 態 を 踏 ま え 、

有 料 化 の 検 討 を 含 め 、 長 時 間 利 用 へ の 対 策 に ど の よ う に 取 り 組

んでいくのか、新田知事にお伺いいたします。  

新田知事  立山駅の周辺には、県が管理する駐車場１か所、立山町

が 管 理 す る 駐 車 場 ４ か 所 、 そ し て 立 山 黒 部 貫 光 な ど が 管 理 す る

駐 車場 が ２ か 所 、 合 計７ か 所 、 約 1,100台 分の 駐 車 ス ペ ース が現

在 無 料 で 提 供 さ れ て い ま す が 、 紅 葉 シ ー ズ ン な ど 利 用 の ピ ー ク

時 に は 満 車 と な り 、 県 管 理 駐 車 場 で は 枠 外 駐 車 な ど の 迷 惑 駐 車

も確認されたことがあります。  

 そ の た め 、 令 和 ５ 年 度 に 県 管 理 駐 車 場 に お い て 自 動 ゲ ー ト を

設 置 し 、 台 数 管 理 を 行 っ て お り ま す 。 現 在 で は 枠 外 駐 車 は 確 認

さ れ て お ら ず 、 自 動 ゲ ー ト が 一 定 の 効 果 が あ っ た と 認 識 し て い

ます。  

 御 質 問 に も あ り ま し た が 、 立 山 町 で は 、 町 管 理 駐 車 場 ４ か 所

の う ち 駅 に 最 も 近 い 駐 車 場 １ か 所 で 、 ８ 月 を め ど に 協 力 金 制 度

を 導 入 さ れ る 方 針 と 伺 っ て い ま す 。 そ の 際 、 御 指 摘 の あ り ま し

た 同 じ 駅 前 の 駐 車 場 で 有 料 、 無 料 の 違 い が あ る こ と に つ い て の

利 用 者 へ の 案 内 は 必 要 で あ る と 考 え て お り 、 町 や 立 山 黒 部 貫 光

とともに周知などに努めてまいります。  

 な お 、 今 後 の 県 管 理 駐 車 場 の 管 理 に つ い て は 、 町 や 地 元 自 治

振 興 会 、 地 権 者 な ど の 意 見 も お 聞 き し た 上 で 、 長 時 間 利 用 へ の

対 策 も 含 め て ど の よ う な 管 理 が 地 域 の 活 性 化 、 そ れ か ら 観 光 客

の 皆 さ ん の 利 便 性 の 向 上 に 資 す る か 検 討 し て い き た い と 考 え て

い ま す 。 そ の 際 は 、 御 質 問 に も あ り ま し た 県 の 駐 車 場 の 有 料 化

についても導入の適否を検討していきたいと考えます。  

亀山委員  確かに有料化することに関しては賛否両論があります。
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一 概 に は 言 え ま せ ん け れ ど も 、 駐 車 さ れ る 方 の モ ラ ル が 大 分 低

下 し て き て い る と 。 こ れ を 何 と か し な い 限 り は 、 有 料 化 に 踏 み

切 ら な い と ど う に も な ら な い の か な と い う こ と で 質 問 さ せ て い

ただきました。  

 次 に 、 県 で は 立 山 博 物 館 を 中 核 と し た 文 化 観 光 拠 点 計 画 を 策

定 し 、 立 山 エ リ ア の 高 付 加 価 値 化 を 図 る 様 々 な 事 業 を 展 開 し て

お り 、 計 画 期 間 は 令 和 ９ 年 度 ま で と な っ て い ま す 。 立 山 博 物 館

と 県 内 観 光 地 を 組 み 合 わ せ た 広 域 的 モ デ ル コ ー ス の 作 成 や イ ン

バ ウ ン ド 対 応 も 必 要 と な る と 思 い ま す が 、 黒 部 宇 奈 月 キ ャ ニ オ

ン ル ー ト 一 般 開 放 の 延 期 な ど の 影 響 で 、 変 化 も 出 て き て い ま す 。

計 画 の 実 現 に 向 け て 、 実 施 体 制 や 財 源 の 面 で 課 題 は な い の で し

ょうか。  

 デ ジ タ ル 化 、 多 言 語 化 や 文 化 的 価 値 の 発 信 な ど の 取 組 を 今 後

も 継 続 す る と と も に 、 こ れ ま で の 進 捗 と 今 後 の 達 成 見 通 し は ど

うでしょうか。竹内生活環境文化部長にお伺いします。  

竹内生活環境文化部長  令和５年９月に国から認定を受けました立

山 博 物 館 を 中 核 と し ま し た 文 化 観 光 拠 点 計 画 で は 、 来 館 者 数 や

満 足 度 な ど の 数 値 目 標 を 設 定 し て お り ま す 。 例 え ば 、 来 館 者 数

は 令和 ４ 年 度 の 約 ６ 万 5,000人 、 こ れ が当 時 の 実 績 だ っ たわけで

す け れ ど も 、 中 間 年 で あ る 令 和 ７ 年 度 、 今 年 度 で ご ざ い ま す が 、

８ 万 人 、 最 終 年 度 の 令 和 ９ 年 度 は ９ 万 人 を 目 標 と す る と い う こ

とになっております。  

 こ の 目 標 を 達 成 す る た め 、 博 物 館 で は 、 展 示 解 説 の 刷 新 や 多

言 語 化 、 日 本 三 霊 山 の 魅 力 を 発 信 す る 特 別 企 画 展 の 開 催 、 多 言

語 ウ ェ ブ サ イ ト で あ り ま す 「 オ ン ラ イ ン 立 山 博 物 館 」 を 開 設 な

どしております。  

 ま た 、 周 辺 エ リ ア で は 、 立 山 黒 部 ア ル ペ ン ル ー ト 内 の ホ テ ル

や 山 荘 で の サ テ ラ イ ト 展 示 や 立 山 駅 、 室 堂 駅 の デ ジ タ ル サ イ ネ

ー ジ に よ る Ｐ Ｒ 動 画 で の 情 報 発 信 、 ま た 、 計 画 の 共 同 申 請 者 で
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あ り ま す 民 間 事 業 者 が 、 立 山 信 仰 な ど 歴 史 ・ 文 化 体 験 と 登 山 や

マ ウ ン テ ン バ イ ク を 組 み 合 わ せ た 多 彩 な 体 験 ツ ア ー を 企 画 ・ 実

施されております。  

 こ う し た 取 組 も あ り ま し て 、 令 和 ６ 年 度 の 来 館 者 数 は 約 ７ 万

2,000人 と お お む ね 順調 に 増 加 し て い るの で は な い か と 考えてお

り ま す 。 ま た 、 こ れ ま で の 取 組 に 加 え ま し て 、 博 物 館 で は 、 多

言 語 化 に 対 応 し た 音 声 ガ イ ド の 導 入 や 無 料 Ｗ ｉ － Ｆ ｉ 環 境 の 拡

大 な ど 、 イ ン バ ウ ン ド の 受 入 れ 環 境 の 向 上 も 含 め た 機 能 強 化 を

今後図ることとしております。  

 さ ら に 、 周 辺 エ リ ア で は 、 多 様 な 観 光 ニ ー ズ に も 応 え ら れ る

よ う 、 立 山 エ リ ア を 核 と し た 県 内 の 周 遊 観 光 を 促 進 す る 取 組 も

進 め る こ と と し て お り ま す 。 具 体 的 に は 、 県 内 文 化 施 設 周 遊 バ

ス ツ ア ー の 造 成 を 支 援 し ま し た り 、 県 観 光 案 内 サ イ ト へ の 周 遊

モ デ ル コ ー ス の 掲 載 と い っ た 情 報 発 信 に 取 り 組 ん で い る と こ ろ

でございます。  

 地 元 立 山 町 や 関 係 団 体 、 観 光 事 業 者 を は じ め と し た 民 間 事 業

者 の 皆 さ ん と 連 携 し て 、 本 計 画 を 着 実 に 推 進 す る こ と で 、 国 庫

補 助 金 等 の 財 源 も し っ か り 確 保 し 、 立 山 地 域 が 国 内 外 の 皆 様 か

ら選ばれる観光地となるよう取り組んでまいります。  

亀山委員  私の質問の中で「広域的モデルコース」という表現を使

わ せ て い た だ き ま し た 。 ど こ か ら ど こ ま で へ の 周 遊 観 光 バ ス 運

行 や 案 内 提 示 が 今 現 在 さ れ て い ま す か と い う こ と を お 聞 き し た

いと思います。  

竹内生活環境文化部長  お答えしました周遊バスツアー、これは県

内 文 化 施 設 の 周 遊 バ ス ツ ア ー で ご ざ い ま す の で 、 例 え ば で ご ざ

い ま す が 、 県 美 術 館 と 県 立 山 博 物 館 と い っ た 形 で の 周 遊 ツ ア ー 、

こ う い っ た も の が 今 、 バ ス ツ ア ー の 造 成 事 業 と し て 支 援 さ れ て

おります。  

 ま た 、 も う 一 つ お 答 え い た し ま し た 周 遊 モ デ ル コ ー ス の 県 観
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光 案 内 サ イ ト へ の 掲 載 に つ き ま し て は 、 こ れ は テ ー マ が 決 ま っ

て お り ま す 。 立 山 信 仰 と い っ た テ ー マ で ご ざ い ま し て 、 立 山 博

物 館 の 場 合 は 両 方 と も 立 山 信 仰 が テ ー マ と な っ て お り ま す け れ

ど も 、 立 山 信 仰 の 世 界 を 感 じ る 立 山 登 拝 道 の モ デ ル コ ー ス 、 ま

た 、 修 験 の 道 を 辿 る 立 山 信 仰 の 世 界 と い っ た 形 で 、 周 辺 の 上 市

町 等 を 含 ん だ モ デ ル コ ー ス の 案 内 を 情 報 発 信 し て い る と こ ろ で

ございます。  

亀山委員  情報発信をしているところでありまして、実際にこの周

遊バス運行というのは業者任せということなのかな。  

竹内生活環境文化部長  民間事業者でつくられるツアーに対して支

援をしております。補助金を出しております。  

亀山委員  よろしくお願いいたします。  

 問 ３ で す 。 県 立 高 校 の 選 択 肢 の 多 様 化 に つ い て ４ 問 伺 い ま す 。  

 県 で は 14年 後 を 見 据 え た 高 校 再 編 に 取 り 組 ん で お ら れ ま す が 、

今 年 度 の 入 試 で は 、 倍 率 が １ 倍 を 下 回 る 事 態 を 未 然 に 防 ぐ こ と

ができたと考えます。  

 同 様 に 、 来 年 度 に 向 け た 編 成 に つ い て も 、 今 か ら 検 討 を 進 め

る 必 要 が あ り ま す 。 特 に 工 業 高 校 の 入 試 の 在 り 方 や 学 科 構 成 の

方針が示されており、それに基づく対応が求められます。  

 さ て 、 立 山 町 か ら は 、 雄 山 高 校 を 富 山 ブ ロ ッ ク に 編 入 し て ほ

し い と の 県 へ の 要 望 が あ り ま す 。 富 山 学 区 か ら の 生 徒 さ ん が 多

いからであります。  

 現 在 、 県 内 の 家 政 科 系 学 科 は 、 県 東 部 の 桜 井 高 校 、 県 西 部 の

氷 見 高 校 、 そ し て 県 の 中 ほ ど に 位 置 す る 雄 山 高 校 の ３ 校 に 設 置

さ れ て い ま す 。 富 山 市 周 辺 か ら の 通 学 を 考 え る と 、 雄 山 高 校 の

立地は大変大きな利点であります。  

 保 育 士 の県 内 の 有効 求 人 倍率 は 3.6倍 で あり ま す 。 保育 士 の確

保 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い ま す 。 雄 山 高 校 の 保 育 士 養 成 機 関 と

し て の 魅 力 を 高 め る こ と に よ り 、 高 校 卒 業 後 の 進 路 、 進 学 ・ 就



 

 －１０－ 

職 の 選 択 肢 が 広 が る だ け で な く 、 地 域 に 根 づ い た 取 組 、 そ し て

キャリア教育の一環としても有効ではないでしょうか。  

 保 育 士 不 足 の 解 消 に 向 け て 、 雄 山 高 校 の 生 活 文 化 科 で 実 施 す

る 保 育 に 関 す る カ リ キ ュ ラ ム の 充 実 、 見 直 し を 行 っ て は ど う で

しょうか。廣島教育長にお伺いいたします。  

廣島教育長  まず、雄山高校の紹介からさせていただければと思い

ます。  

 雄 山 高 校 の 生 活 文 化 科 で す け れ ど も 、 家 庭 に 関 す る 専 門 学 科

と い う こ と で 、 在 学 中 に 家 庭 生 活 に 係 る 家 族 ・ 家 庭 、 衣 食 住 、

消 費 や 環 境 な ど の 幅 広 い 専 門 知 識 、 ま た 技 術 を 身 に つ け さ せ 、

卒 業 後 さ ら に 専 門 性 の 高 い 教 育 機 関 へ の 進 学 、 そ れ で 保 育 士 や

調 理 師 、 介 護 福 祉 士 や フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ナ ー な ど 、 生 活 産 業

の ス ペ シ ャ リ ス ト と し て 地 域 に 貢 献 で き る 生 徒 の 育 成 を 目 指 し

ているという状況です。  

 同 校 の カ リ キ ュ ラ ム は 、 進 学 、 就 職 を 含 め ま し て 、 生 徒 の 多

様 な 進 路 選 択 に 対 応 す る た め 、 生 活 産 業 基 礎 や フ ァ ッ シ ョ ン 造

形 基 礎 、 フ ー ド デ ザ イ ン な ど 幅 広 い 科 目 を 選 ぶ 中 で 、 各 自 が 興

味 ・ 関 心 を 持 っ た 分 野 に つ い て 研 究 テ ー マ を 設 定 し 、 調 査 研 究

で き る よ う 組 ま れ て お り ま す 。 ま た 、 学 科 全 体 で 取 り 組 む 文 化

祭 に お け る フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー や 地 域 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、

家庭科に関する検定取得にも積極的に取り組んでおります。  

 保 育 に 関 し て で す け れ ど も 、 専 門 教 科 家 庭 の 中 で 、 学 習 指 導

要 領 に 示 さ れ て い る ２ つ の 科 目 、 保 育 基 礎 と 保 育 実 践 、 こ の カ

リキュラムを既に中に取り入れてございます。  

 委 員 か ら 御 提 案 の あ り ま し た 保 育 に 関 す る カ リ キ ュ ラ ム の 充

実 、 こ れ は お っ し ゃ る と お り 社 会 の ニ ー ズ に 沿 っ た も の に な る

か と 思 い ま す 。 保 育 士 を 目 指 す 生 徒 が さ ら に 充 実 感 を 得 ら れ ま

す よ う 、 こ の 科 目 の 単 位 数 を 増 や す こ と な ど 、 そ う し た 工 夫 に

つ い て 、 こ れ は 雄 山 高 校 を は じ め 、 専 門 家 庭 科 を 設 置 す る 学 校
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全 体 で 研 究 を 進 め て 、 そ し て 時 代 の 変 化 や ニ ー ズ に 対 応 し て 、

保 育 士 な ど を 通 し て 地 域 に 貢 献 で き る 人 材 と い う も の を 育 成 で

きるよう努めてまいりたいと考えております。  

亀山委員  これについては、校長とお話しさせていただきまして、

保 育 士 を 養 成 す る ほ う の 分 野 が 少 し 物 足 り な い と い う こ と だ と

思 い ま す け れ ど も 、 校 長 か ら 必 要 と 求 め ら れ た 質 問 を さ せ て い

ただきました。  

 次に入ります。  

 普 通 科 と 職 業 科 の 割 合 、 普 職 比 率 は 、 普 通 科 が 将 来 の 職 業 を

決 め か ね て い る 生 徒 の 受 け 皿 に な っ て い る 側 面 も あ る こ と も 考

慮 し て 検 討 す る べ き と 考 え る が ど う か 。 社 会 が 即 戦 力 を 求 め て

い る と い う 点 は 大 事 で す が 、 普 通 科 は 将 来 の 職 業 は じ っ く り 考

え た い と い う 生 徒 の 思 い を カ バ ー し て い る 側 面 も あ り ま す 。 廣

島教育長にお伺いいたします。  

廣島教育長  令和７年度の県立高校募集定員の普職比率ですが、普

通 科 系 学 科 が 63.8％ 、 職 業 系 専 門 学 科 が 36.2％ と い う 状 況 で ご

ざいます。  

 令 和 ４ 年 度 に 実 施 さ れ ま し た 総 合 教 育 会 議 に お い て は 、 普 職

比率 につ きま し て 、「中 学 生の 志願 動向 や進 路希 望 な ども 踏ま え、

現 在 の 比 率 を 目 安 と し 、 柔 軟 な 取 扱 い も 検 討 す る 」、「 今 後 の 高

校 再 編 で 多 様 な ニ ー ズ を 踏 ま え 、 高 校 、 学 科 の 在 り 方 を 検 討 す

る 」 な ど の 方 向 性 が 示 さ れ ま し た 。 ま た 、 昨 年 度 の ワ ー ク シ ョ

ッ プ な ど に お き ま し て は 、 高 校 で 学 び な が ら 進 路 を 考 え た い と

い う 生 徒 が 多 く 、 普 通 科 の ニ ー ズ は 高 い と い う 意 見 も ご ざ い ま

した。  

 こ れ ら を 踏 ま え ま し て 、 新 時 代 と や ま ハ イ ス ク ー ル 構 想 基 本

方 針 で は 、 普 通 科 系 学 科 に つ い て 、 将 来 を 見 据 え た 多 様 な 教 育

ニ ー ズ に 対 応 で き る よ う 、 標 準 的 な ス タ ン ダ ー ド の ほ か 、 ス ポ

ー ツ や 芸 術 文 化 活 動 な ど 専 門 科 目 を 学 び ま す 未 来 創 造 な ど な ど 、
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６ つ の 教 育 内 容 を 盛 り 込 ん で お り ま す 。 今 後 、 具 体 的 な 高 校 づ

くりの中で議論をしていくことになろうかと思います。  

 ま た 、 今 後 の 募 集 定 員 の 設 定 、 学 級 編 制 に お き ま し て は 、 公

私 比 率 の 設 定 が な く な っ た こ と な ど も 踏 ま え ま し て 、 生 徒 の ニ

ー ズ に よ り 着 目 し た 形 で 、 各 校 の 学 科 ご と の 募 集 定 員 を 検 討 す

る と い う こ と 。 ま た 、 こ う し た 中 で も 、 私 立 高 校 に は 少 な い 職

業 系 専 門 学 科 に お け る 定 員 の 在 り 方 を 検 討 す る こ と 、 い ろ い ろ

新たな方法を考えていきたいところでございます。  

 職 業 系 専 門 学 科 か ら 進 学 す る 生 徒 が 増 え て い る 現 状 な ど も 踏

まえまして、今後の学科構成について検討してまいります。  

亀山委員  中学卒業、まだまだ 15歳は考え方もまとまっていないと。

そ う い う 段 階 で の 進 路 選 択 と い う こ と に な る も の で す か ら 。 こ

こ で ち ょ っ と 調 べ て い た ら 出 て き た 、 某 中 学 講 座 の 資 料 が あ り

ます。  

 そ の 中 で 、 倍 率 の 高 い 、 富 山 県 内 の 普 通 科 の 高 校 上 位 10校 で

出 て く る の は 、 雄 山 高 校 が ト ッ プ で 、 ２ 番 目 が 富 山 南 高 校 、 ３

番 目 が 高 岡 南 高 校 と 続 い て お り ま す 。 そ う い う 関 係 も あ る も の

で す か ら 、 一 概 に ３ 年 前 、 編 制 で す っ た も ん だ あ っ た と 言 っ た

ら 怒 ら れ ま す が 、 そ う い う も め ご と が あ っ た と い う こ と は 、 普

通 科 に 対 す る 偏 見 と い う か 。 さ き の 質 問 で も 言 い ま し た が 、 在

り 方 と い う か 編 成 の 仕 方 を 変 え ま す と 言 い ま す け れ ど 、 普 職 比

率 の 割 合 を 変 え な い 限 り 、 常 に 富 山 工 業 高 校 以 外 は 定 員 割 れ を

起 こ し て い る 、 こ れ が 現 状 で す 。 実 際 に 、 例 え ば 30人 学 級 が ３

つ あ っ て 、 90人 で あ る も の で あ れ ば 80人 に し て い く と か 、 そ う

い う 形 で も 取 ら な い 限 り 、 要 す る に １ 倍 に 戻 る こ と は な い の で

はないかと、私は少し危惧する次第であります。  

 これは答弁はいいですから、次に行きます。  

 普 通 科 を 受 験 す る 生 徒 も 、 職 業 科 を 受 験 す る 生 徒 も 、 入 学 選

抜 で は 同 じ 学 力 検 査 を 受 検 し て い ま す 。 そ の 高 校 に 入 学 し た い
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志 願 者 に 、 併 願 を 認 め て 第 ２ 志 望 の 選 択 肢 を 認 め る こ と で 定 員

割 れ の 防 止 に つ な が る と 思 い ま す が 、 同 一 高 校 内 で の 普 通 科 と

職 業 科 が 併 設 さ れ て い る 場 合 、 併 願 を 認 め て は ど う で し ょ う か 。

廣島教育長にお伺いします。  

廣島教育長  県立高等学校の一般入学選抜では、普通科と職業系専

門 学 科 の 両 方 の 学 科 を 設 置 す る 高 等 学 校 に お い て は 、 他 の 学 科

を 第 ２ 順 位 と し て 併 願 す る こ と は で き な い と い う 状 況 に し て お

り ま す 。 こ れ は 、 普 通 科 は ５ 教 科 を 中 心 と し た 学 習 が 多 く 、 主

に 進 学 を 目 指 す 生 徒 が 多 く 希 望 す る 学 科 、 一 方 、 職 業 系 専 門 学

科 は 、 将 来 の 仕 事 に 役 立 つ 資 格 の 取 得 を 目 指 し 、 専 門 的 知 識 、

技 術 ・ 技 能 を 身 に つ け た い 生 徒 が 多 く 希 望 す る 学 科 な ど 、 生 徒

に 対 す る 教 育 内 容 が 大 き く 異 な っ て い る と い う こ と を 踏 ま え た

ものでございます。  

 ま た 、 同 一 高 校 の 第 １ 次 選 抜 に お い て 普 通 科 と 職 業 系 専 門 学

科 の 併 願 を 認 め た 場 合 に 、 例 え ば 普 通 科 を 不 合 格 に な ら れ た 受

験 生 が 第 ２ 順 位 で 職 業 系 専 門 学 科 に 合 格 す れ ば 、 本 来 、 職 業 系

専 門 学 科 で 学 び た い と 志 願 さ れ た 受 験 生 が 不 合 格 に な っ て し ま

う可能性があること等を考慮したものでございます。  

 一 方 で 、 委 員 か ら 先 ほ ど 御 指 摘 の と お り 、 定 員 割 れ も し て い

る 県 立 高 校 が あ る と い う 状 況 で ご ざ い ま す 。 入 試 制 度 は 受 験 の

実 態 な ど を 見 な が ら 改 善 し て い く べ き 性 格 が あ る と 認 識 し て い

ます。  

 ま た 、 こ う し た 中 、 国 に お い て は 公 立 高 校 に お け る 併 願 制 の

検討も進めるとされたところです。  

 新 時 代 と や ま ハ イ ス ク ー ル 構 想 の 検 討 に お き ま し て も 、 入 試

制 度 の 見 直 し と い う も の が 一 つ の テ ー マ に な っ て お り ま す 。 こ

う し た こ と も 踏 ま え ま し て 、 今 後 、 先 ほ ど の 国 の 動 き も 注 視 し

な が ら 、 生 徒 が 学 び た い 学 校 を 選 択 で き る よ う な 入 試 制 度 と な

るよう検討を進めてまいりたいと考えております。  
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亀山委員  確か、政府がいう高校の併願は別の高校という表現だと

思 い ま す 。 私 の 言 い た い の は そ う で は な く て 、 今 、 そ の 高 校 に

入 学 し た い と い う 方 に と っ て は ど う な の か と い う こ と で す 。 例

え ば 富 山 中 部 高 校 、 富 山 高 校 も そ う で す け れ ど も 、 探 究 学 科 と

普 通 科 で 第 ２ 志 望 チ ェ ッ ク の 欄 が あ り ま す か 。 な い で し ょ う 。

な い と 思 い ま す 。 も し な け れ ば 、 普 通 科 と 職 業 科 の チ ェ ッ ク 欄

を 設 け て 、 そ こ に チ ェ ッ ク し た 人 だ け 、 も し も 点 数 が 上 で あ れ

ば 入 っ て い た だ く と 。 チ ェ ッ ク は 、 普 通 科 に 行 き た い が 、 職 業

科 に は 行 き た く な い と い う 人 は そ こ に チ ェ ッ ク を 入 れ な い 。 逆

の 言 い 方 を す る と 、 職 業 科 で 定 員 を 超 え て 普 通 科 で 穴 が 開 い て

い た 場 合 、 チ ェ ッ ク を 入 れ て い た ら 普 通 科 に 入 っ て も ら う と 。

同 じ 試 験 を 受 け て い る も の で す か ら 、 そ れ も 可 で は な い か と い

うことを私は言っているんです。どうでしょうか。  

瘧師委員長  答弁を求めますか。  

亀山委員  答弁を求めます。  

廣島教育長  答弁では繰り返しになるかと思いますが、同一高校で

職 業 科 と 普 通 科 が 併 存 し て い る と こ ろ で 、 今 の 現 状 の 制 度 と し

て は 併 願 を 認 め な い と い う こ と に し て い る 。 そ の 理 由 と い う の

は 、 両 者 に 対 す る 教 育 の 内 容 が 基 本 違 う か ら と い う ス タ ン ス に

立 っ て い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ こ に お い て 、 今 委 員 が

言 わ れ た 、 ど ち ら で も い い か ら 行 き た い と い う よ う な こ と 、 そ

う い う 方 が ど の 程 度 お ら れ る か と い う の は ま た 置 い て お く 話 に

な る か と 思 い ま す け ど も 、 そ れ は 今 、 私 ど も と し て は 考 え て い

ないという状況でございます。  

亀山委員  ありがとうございますと言うべきなのか、これから考え

て い た だ き た い と 言 う べ き な の か 、 ち ょ っ と 分 か り ま せ ん け ど 、

こ れ か ら よ ろ し く 検 討 し て い た だ き た い と い う こ と で あ り ま す 。  

 次 に 入 り ま す 。 寺 口 委 員 の 質 問 に も ご ざ い ま し た け ど 、 多 く

の 退 学 者 が 出 て い る 高 校 の 現 状 に も 目 を 向 け る 必 要 が あ り ま す 。
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編 入 学 の 判 断 に 当 た っ て は 、 学 力 以 外 に も 要 件 が 設 け ら れ て い

ま す が 、 画 一 的 に 対 応 す る の で は な く 、 高 校 に な じ め ず 退 学 し

た 生 徒 の 学 習 の 機 会 を 確 保 す る た め 、 定 員 に 余 裕 が あ る 高 校 に

つ い て は 編 入 学 を 柔 軟 に 認 め る 仕 組 み も 必 要 で は な い で し ょ う

か 。 編 入 先 の 県 立 高 校 に 在 学 す る 者 と 同 等 以 上 の 学 力 が あ る と

認 め ら れ る 場 合 に は 、 元 の 高 校 で 取 得 し た 単 位 を 認 め 、 そ れ を

も っ て 編 入 可 能 と す べ き で は な い で し ょ う か 。 廣 島 教 育 長 に お

伺いします。  

廣島教育長  これも現状の制度ということになろうかと思いますけ

れ ど も 、 県 教 育 委 員 会 で は 、 県 立 高 校 全 日 制 へ の 入 学 の 機 会 に

つ い て は 、 入 学 者 選 抜 に お い て 原 則 １ 度 に 限 り 公 平 に 与 え る と

い う こ と を 原 則 と し て い ま す 。 編 入 学 は 、 生 徒 に ２ 度 、 学 校 を

選 択 す る 機 会 を 与 え る と み ら れ ま す 。 多 く の 受 験 生 が 志 望 校 に

合 格 す る た め に 大 変 な 思 い を さ れ て い る と い う こ と も 踏 ま え ま

す と 、 受 験 生 な ど に 不 公 平 感 を 生 じ さ せ る こ と が な い よ う 、 相

当 の 理 由 が あ る 場 合 に の み 編 入 学 を 認 め て い る と い う の が 現 状

です。  

 具 体 的 に は 、 定 員 に 余 裕 が あ る か 否 か に か か わ ら ず 、 全 日 制

高 校 で は 、 一 家 転 住 ま た は こ れ に 準 ず る 特 別 な 事 情 が あ る と い

う 場 合 に 編 入 学 を 認 め て お り ま す 。 な お 、 こ れ は 、 結 果 と し て 、

第 ２ 志 望 の 高 校 に 取 り あ え ず 入 学 し て お い て 、 そ の 後 、 第 １ 志

望 の 高 校 へ 編 入 す る と い っ た よ う な こ と も 防 い で い る と い う こ

とになっております。  

 一 方 で 、 定 時 制 高 校 や 通 信 制 高 校 へ の 編 入 学 に つ き ま し て は 、

そ の よ う な 要 件 が な く 、 再 び 学 び た い と い う 若 者 に 対 し 学 習 の

機 会 を 保 障 す る た め 、 校 長 の 判 断 で 受 験 を 認 め て い る と い う こ

と で す 。 ま た 、 編 入 学 が 許 可 さ れ ま し た 場 合 は 、 退 学 し た 前 の

学 校 で 取 得 し た 単 位 を 認 定 し て い ま す ほ か 、 少 人 数 教 育 に よ る

き め 細 か い 指 導 や 、 興 味 や 進 路 希 望 に 応 じ て 時 間 割 を 決 め る な
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ど、生徒が自分のペースで学べる環境を整えています。  

 県 教 育 委 員 会 と し て は 、 学 校 選 択 の 機 会 の 公 平 性 を 基 本 に 、

学 ぶ 意 欲 の あ る 若 者 の 学 習 機 会 の 確 保 に 努 め て い る と い う こ と

を御理解いただければと存じます。  

亀山委員  変な言い方ですが、１年生から２年生に進級時、２年生

か ら ３ 年 生 に 進 級 時 、 そ れ ぞ れ 多 く の 進 路 変 更 と い う か 退 学 者

が出ています。救済措置がどうしても必要ではないかなと。  

 今 の 意 見 だ と 、 最 初 は 第 ２ 希 望 の と こ ろ を 受 け た が 、 編 入 し

て 第 １ 希 望 の と こ ろ 、 極 端 な こ と を 言 え ば 、 雄 山 高 校 を 受 け て

入 っ て い た け ど 、 物 足 り ん か ら 富 山 東 高 校 へ 行 き た い 、 こ れ は

ち ょ っ と 、 そ ん な 方 は お い で に な り ま せ ん よ 。 富 山 東 高 校 に 穴

が 開 い て い る 場 合 に 限 る 。 私 は こ う い う こ と を 言 っ て い る ん で

すよ。  

 そ う い う こ と も あ る も の で す か ら 、 例 え ば 某 高 校 の こ と を 言

い ま し た が 、 ３ 年 生 が 全 て 卒 業 さ れ た の か 、 退 学 者 が 出 た の か

も 教 え て も ら え ま せ ん で し た 。 実 際 に 某 高 校 で と い う 表 現 を 使

い ま す と 、 １ 年 生 か ら ２ 年 生 に 上 が る 段 階 で も う ７ 人 減 っ て い

る と 。 ２ 年 生 か ら ３ 年 生 に な る 段 階 で ま た そ こ の 学 年 も 、 別 の

学 年 で す よ 、 ７ 人 減 っ て い る と 。 こ う い う 状 態 が 続 く と い う こ

と は 、 逆 の 言 い 方 を し た ら 、 入 学 し た 高 校 に な じ め な か っ た か

ら 、 私 の 隣 町 の 高 校 に 編 入 学 す る の も 認 め ら れ な い と い う こ と

になるのですか。お聞きします。  

廣島教育長  退学された方の編入ということかと思います。  

 例 え ば 定 員 割 れ で 編 入 も 可 と す る と い う よ う な こ と な の か も

し れ ま せ ん が 、 高 校 の 選 択 を 誤 っ た と 考 え 、 入 学 選 抜 を 一 か ら

受 け 直 さ れ た 生 徒 も こ れ ま で お ら れ る と 思 い ま す 。 そ う し た 方

へ の 説 明 と い う よ う な 部 分 も 制 度 的 に は あ ろ う か と 思 い ま す 。

そ う い っ た こ と も あ る の で 、 先 ほ ど お 答 え し ま し た が 、 こ の 入

学 と い う の は 、 全 日 制 に お き ま し て は 、 原 則 １ 度 と 整 理 し て 、
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再 度 改 め て 受 験 い た だ く と い う こ と ま で は 制 限 は し て い な い 状

況 で ご ざ い ま す 。 一 方 で 、 定 時 制 、 通 信 制 に つ い て は 学 ぶ 機 会

を保障しているというのが今の現状でございます。  

亀山委員  時間がないものですから、次に進ませていただきます。  

 生徒に寄り添う高等支援学校の実現について６問伺います。  

 富 山 県 立 富 山 高 等 支 援 学 校 と 高 岡 高 等 支 援 学 校 で は 、 知 的 障

害 が 比 較 的 軽 い 生 徒 を 対 象 に 、 就 労 支 援 を 目 的 と し た 教 育 が 行

わ れ て い ま す 。 こ の 両 校 で は 、 基 本 的 に 自 立 通 学 が で き る 方 が

対 象 と な っ て い る と 聞 き ま す が 、 中 に は 通 学 時 間 が 片 道 90分 の

生徒もいると聞いています。  

 日 本 大 学 の 研 究 チ ー ム が 令 和 ４ 年 に 高 校 生 を 対 象 に 実 施 し た

調 査 に よ る と 、 通 学 時 間 が １ 時 間 以 上 か か る 生 徒 は 30分 未 満 の

生徒 に 比 べ、 抑 鬱 症状 が 出 るリ ス ク は 1.6倍 、 不 安症 状が 出 るリ

スク は 1.5倍 ほど 高い 傾 向 にあ る と のこ と で あり 、 こ れは 非 常に

気 が か り で す 。 両 校 に 通 う 生 徒 の 通 学 時 間 を ど の よ う に 把 握 し 、

長 い 時 間 を か け て 通 学 し て い る 生 徒 に 対 し 、 何 ら か の 支 援 を 行

っているのか、廣島教育長にお伺いいたします。  

廣島教育長  富山・高岡の両高等支援学校は、軽度知的障害のある

生 徒 の 職 業 的 ・ 社 会 的 自 立 、 企 業 等 で の 就 業 に お い て 必 要 と な

る 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 等 の 基 礎 を 習 得 す る と と も に 、 広 く 社 会 生

活 に 必 要 な 能 力 を 育 て る こ と を 目 標 と し ま し て 、 県 の 東 西 に １

校 、 平 成 25年 度 に 北 陸 初 の 高 等 特 別 支 援 学 校 と し て 、 旧 大 沢 野

工 業 高 校 と 旧 二 上 工 業 高 校 の 跡 地 に 設 置 し た も の で ご ざ い ま す 。  

 軽 度 知 的 障 害 の あ る 生 徒 が 対 象 で ご ざ い ま す こ と か ら 、 中 学

校 か ら の 進 学 者 が ほ と ん ど で 、 ほ ぼ 全 て の 市 町 村 か ら 通 学 し て

お り 、 最 寄 り の 駅 ま で 保 護 者 の 送 迎 等 の 支 援 も 受 け な が ら 、 ほ

と ん ど の 生 徒 の 皆 さ ん が 公 共 交 通 機 関 等 を 利 用 し て お ら れ ま す 。  

 両 校 で は 、 通 学 指 導 や 自 然 災 害 等 の 緊 急 事 態 に 生 徒 の 安 全 を

確 保 で き ま す よ う 、 年 度 初 め に 通 学 の 経 路 、 所 要 時 間 等 を 調 査
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し て お り ま し て 、 委 員 か ら ご 指 摘 が ご ざ い ま し た が 、 片 道 90分

以 上 か け て 通 学 さ れ て い る 生 徒 さ ん が 約 ４ 分 の １ と な っ て い ま

す。  

 学 校 で は 、 教 員 が 生 徒 の 健 康 状 態 の 把 握 に 努 め ま し て 、 心 身

の 不 調 を 見 逃 さ な い よ う に す る と と も に 、 十 分 な 睡 眠 を 取 る な

ど の 生 活 指 導 を 行 っ て お り ま し て 、 こ れ ま で に は 、 通 学 時 間 が

長 い た め 学 習 活 動 に 支 障 が 出 て い る と い う 報 告 は な い と こ ろ で

ございます。  

亀山委員  次に入ります。  

 県 内 に は 今 言 っ た 高 等 支 援 学 校 が ２ 校 ご ざ い ま す 。 長 い 時 間

か け て 通 学 し て い る 生 徒 の 負 担 を 軽 減 す る た め 、 校 舎 の 移 転 や

分 校 の 設 置 な ど を 今 後 検 討 す る 考 え は あ る の で し ょ う か 。 廣 島

教育長にお伺いします。  

廣島教育長  今ほど申し上げましたが、通学時間が長いことを理由

に 学 校 生 活 に 支 障 を 来 し て い る と い う 報 告 は 今 の と こ ろ な い と

こ ろ で す 。 た だ 、 今 後 、 通 学 事 情 の 変 化 や 長 い 通 学 時 間 が 生 徒

に と っ て 過 度 な 負 担 と な っ て い な い か 注 視 し て い く 必 要 が あ ろ

うかと思います。  

 高 等 特 別 支 援 学 校 を 含 め ま し て 、 特 別 支 援 学 校 を 将 来 ど の よ

う な 形 に し て い く か と い う こ と は 、 本 県 で の 生 徒 の ニ ー ズ 、 志

願 者 数 の 変 化 に 応 じ て 、 他 県 の 状 況 も 参 考 に 考 え て い く 必 要 が

あろうかと思います。  

 一 方 で 、 現 在 、 将 来 を 見 据 え 、 全 日 制 の 県 立 高 校 の 再 構 築 も

検 討 し て い る と こ ろ で す 。 そ の 検 討 状 況 や 、 そ し て 交 通 の 利 便

性 と い う も の も 踏 ま え ま し て 、 高 等 支 援 学 校 の 校 舎 の 移 転 や 分

校 の 設 置 等 に つ い て も 今 後 研 究 し て い く 必 要 が あ る と 考 え ま す 。  

亀山委員  交通の便がいいところに立地していただければ、もう最

高だと思います。  

 ３番目に行きます。  
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 １ コ マ 50分 の 授 業 時 間 は 、 知 的 障 害 の あ る 生 徒 に と っ て 大 き

な 負 担 に な っ て い る の で は な い で し ょ う か 。 特 に 今 も 言 っ て い

る 通 学 時 間 が 長 い 生 徒 は 、 通 常 の 授 業 時 間 を 含 め 、 ス ト レ ス や

疲労が蓄積している可能性があります。  

 高 等 支 援 学 校 は 全 日 制 と 同 様 の 校 時 で 授 業 を 実 施 し て い ま す

が 、 生 徒 一 人 一 人 の 特 性 に 応 じ た 柔 軟 な 授 業 時 間 や 休 憩 時 間 の

設 定 を 検 討 す る 必 要 が あ る と 思 い ま す が 、 廣 島 教 育 長 に 伺 い ま

す。  

廣島教育長  現在、高等支援学校では、特別支援学校の高等部と同

様 、 授 業 時 間 を １ コ マ 50分 、 授 業 間 の 休 憩 時 間 を ５ 分 か ら 10分 、

昼食休憩時間を 40から 45分に設定しています。  

 １ ク ラ ス 最 大 ８ 名 の 生 徒 が 在 籍 し て お り ま し て 、 一 人 一 人 の

生 徒 へ の 指 導 、 支 援 に 関 し ま し て は 、 個 別 の 教 育 支 援 計 画 や 指

導 計 画 を 作 成 し 、 全 教 員 間 で 共 有 し 、 生 徒 の 実 態 に 応 じ た 対 応

をしております。  

 生 徒 の 中 に は 、 自 分 の 思 い や 体 調 を 適 切 に 伝 え る こ と が 苦 手

な 生 徒 も い ま す こ と か ら 、 実 際 の 50分 の 授 業 中 に 適 宜 声 が け を

し て 体 調 管 理 を 行 い 、 授 業 中 で あ っ て も 必 要 に 応 じ て 休 憩 を 取

る な ど 、 生 徒 の 特 性 に 応 じ た 配 慮 を 行 い つ つ 柔 軟 に 対 応 し な が

ら 、 必 要 な 各 教 科 ・ 科 目 等 の 履 修 に 努 め て い る と い う 状 況 で ご

ざいます。  

亀山委員  柔軟に対応していただきたいと、そのとおりであります。  

 ４番目に入ります。  

 高 等 支 援 学 校 で は 、 こ れ ま で の 就 職 率 や 進 学 率 だ け で な く 、

就 職 後 の 定 着 状 況 も 分 析 し た 上 で 、 課 題 の 整 理 や 就 労 支 援 の 方

法を見直しながら取り組んでいくことが重要であります。  

 卒 業 後 の 一 般 企 業 へ の 就 職 を 前 提 に 教 育 を 行 っ て お り 、 生 徒

一 人 一 人 の 特 性 や 希 望 に 沿 っ た 職 場 で 働 け る よ う 企 業 と マ ッ チ

ン グ を 行 う こ と が 重 要 と 考 え ま す が 、 こ れ ま で の 成 果 と 課 題 を
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踏 ま え 、 ど の よ う に 取 り 組 ん で い く の か 、 廣 島 教 育 長 に お 伺 い

します。  

廣島教育長  両高等支援学校は、卒業後の一般就労など、職業的・

社 会 的 自 立 に 向 け た 支 援 を 重 視 す る 特 別 支 援 学 校 で ご ざ い ま す 。  

 県 教 育 委 員 会 で は 、 多 様 な 業 務 開 拓 、 就 職 先 の 開 拓 に 加 え ま

し て 、 生 徒 の 障 害 特 性 を 熟 知 し て お り ま す 特 別 支 援 学 校 教 員 Ｏ

Ｂ を 特 別 支 援 学 校 地 域 就 労 支 援 ア ド バ イ ザ ー と し て 各 高 等 支 援

学 校 に 配 置 し ま し て 、 生 徒 に 応 じ た 就 労 に 関 す る 助 言 な ど を 一

貫 し て 行 い 、 生 徒 の 就 職 率 及 び 定 着 率 の 向 上 に 努 め て お り ま す 。  

 ま た 、 学 校 と 企 業 が 一 体 と な っ て 就 労 支 援 に 取 り 組 み ま す た

め、「特 別 支援 学 校就 労 応援 団と や ま 」 を 令和 ２年 度 に結 成 して

おり ま し て、 本 日 現在 で 167の 企業 が登 録 さ れ、 就 業 体験 の 受入

れや雇用促進に御協力いただいております。  

 こ う し た こ と に よ り ま し て 、 両 校 の 一 般 就 労 の 割 合 は 、 初 め

て 卒 業 生 を 送 り 出 し ま し た 平 成 27年 度 以 降 、 平 均 で 約 85％ と な

っ て お り ま す 。 ま た 、 一 般 企 業 に 就 職 し た 者 の ３ 年 間 の 職 場 定

着率は平均約 80％という状況でございます。  

 一 方 で 、 こ う し た 中 で も 、 や は り 近 年 は 、 軽 度 の 知 的 障 害 に

加 え ま し て 、 自 閉 症 を 併 せ 持 つ 生 徒 の 障 害 の 多 様 化 な ど に よ り

ま し て 、 個 々 の 実 態 に 応 じ た 最 適 な 職 業 を 見 つ け る こ と の 困 難

性 が 増 し て お り ま す 。 生 徒 の 特 性 に 応 じ た 職 場 の 開 拓 、 そ し て

職 場 定 着 の た め に は 、 生 徒 へ の よ り 充 実 し た 支 援 と 企 業 の 理 解

促進が重要になります。  

 今 後 も 、 学 校 、 ま た 専 門 家 の 意 見 、 そ し て 企 業 と も 連 携 い た

し ま し て 、 個 に 応 じ た キ ャ リ ア 教 育 、 ま た 就 労 支 援 の 充 実 を 図

り 、 生 徒 一 人 一 人 の 特 性 や 希 望 に 沿 っ た 職 場 で 働 け る よ う 支 援

してまいります。  

亀山委員  生徒がなじめて職場に溶け込むようお願いしたいという

こ と で あ り ま す が 、 企 業 と の マ ッ チ ン グ の 段 階 で 、 例 え ば １ つ
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決 ま っ た か ら 次 は 紹 介 し な い で は な く て 、 ２ つ 目 を 希 望 す る か 、

ど れ が 本 当 に マ ッ チ ン グ し て い る か と い う こ と の た め に 、 複 数

の と こ ろ を 紹 介 し て マ ッ チ ン グ を 図 る と い う こ と は し て お ら れ

るのですか。  

廣島教育長  今、そこまで現状、現場がどうなっているかというこ

と は 把 握 し て お り ま せ ん が 、 先 ほ ど 申 し ま し た ア ド バ イ ザ ー も

置 い て お り ま す の で 、 今 ほ ど の 委 員 の 御 意 見 も 伝 え て 、 就 職 の

あ っ せ ん が 充 実 し た も の と な る よ う 図 っ て い き た い と 思 い ま す 。  

亀山委員  それでは、次に入らせていただきます。ちょっとこうい

う方もおられるだろうなという質問になります。  

 高 等 支 援 学 校 と 全 日 制 高 校 の 職 業 科 、 両 方 と も 就 職 を 目 指 す

と い う 点 で は 共 通 し て お り 、 違 い が 見 え に く い と い う 声 も 聞 い

ています。  

 し か し 、 学 習 内 容 や 就 労 支 援 に ど の よ う な 違 い が あ り 、 支 援

が 必 要 な 生 徒 が 全 日 制 高 校 の 職 業 科 に 進 ん だ 場 合 は 、 ど の よ う

にサポートしているのか、廣島教育長にお伺いします。  

廣島教育長  少し制度について御説明させていただきます。  

 学 校 教 育 法 に 基 づ き ま し て 、 全 日 制 高 等 学 校 は 、 当 然 、 中 学

校 に お け る 教 育 の 基 礎 の 上 に 、 心 身 の 発 達 及 び 進 路 に 応 じ て 、

高 度 な 普 通 教 育 及 び 専 門 教 育 を 施 す こ と を 目 的 と さ れ 、 高 等 学

校学習指導要領で学習内容が定められています。  

 一 方 、 高 等 支 援 学 校 は 、 高 等 部 の 特 別 支 援 学 校 と し て 、 高 等

学 校 に 準 ず る 教 育 を 施 す と と も に 、 障 害 に よ る 学 習 上 ま た は 生

活 上 の 困 難 を 克 服 し 自 立 を 図 る た め に 必 要 な 知 識 、 技 能 を 授 け

る こ と を 目 的 と す る と い う こ と で 、 特 別 支 援 学 校 学 習 指 導 要 領

という別のものに基づいて学習内容が定められてい ます。  

 そ う い う 条 件 の 下 、 県 立 高 校 に 在 籍 す る 特 別 な 支 援 が 必 要 な

生 徒 へ の 学 習 支 援 に つ い て で す が 、 面 談 や カ ウ ン セ リ ン グ を 通

し ま し て 必 要 な 支 援 を 講 じ る と と も に 、 中 学 校 段 階 の 内 容 を や
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り 直 す 「 学 び 直 し 」 等 に よ り 学 力 を 担 保 し て い ま す 。 ま た 、 就

労 支 援 に つ き ま し て は 、 校 内 で 支 援 チ ー ム を つ く り 、 キ ャ リ ア

教 育 ア ド バ イ ザ ー や 関 係 機 関 等 と 連 携 し て 就 労 に つ な げ て お り

ます。  

 一 方 で 、 高 等 支 援 学 校 の 生 徒 に つ い て は 、 共 通 教 科 や 専 門 教

科 に つ い て 具 体 的 ・ 実 践 的 な 作 業 活 動 を 通 し て 学 ぶ 作 業 学 習 と

い う 授 業 を 週 ２ 日 程 度 設 定 す る ほ か 、 年 ３ 回 の 就 業 体 験 を １ 年

時 か ら 計 画 的 に 実 施 す る な ど 、 生 徒 の 働 く 意 欲 を 培 い 、 卒 業 後

の 職 業 生 活 の 基 盤 と な る 力 を 養 っ て い く と い う と こ ろ で ご ざ い

ます。  

亀山委員  実際に小学校や中学校でも、普通学級に進めたいという

保 護 者 の 方 が お ら れ ま す 。 同 じ こ と が 起 こ り 得 る ん だ ろ う な と 。

そ う い う こ と で 、 全 日 制 高 校 に 進 ま れ た 場 合 、 こ の 学 び 直 し を

さ れ る と い う こ と は 、 県 立 高 校 の 中 で 行 わ れ る と い う こ と な ん

でしょうか。  

廣島教育長  これは各高校のそれぞれの取組ということですが、実

際 に そ れ ぞ れ の 高 校 に お い て は 、 生 徒 の 学 習 の 進 捗 度 な ど を 見

て個別に対応されるという例があるところです。  

瘧師委員長  亀山委員、持ち時間が少なくなっておりますので、簡

潔にお願いします。  

亀山委員  特別支援学校高等部を希望する生徒が、経済的な事情で

進 学 を 諦 め る こ と が な い よ う 、 保 護 者 へ の 配 慮 や 支 援 制 度 の 周

知 が 必 要 と 考 え ま す が 、 高 等 支 援 学 校 で は 、 ど の よ う な 考 え 方

で ど の 程 度 の 費 用 負 担 を 保 護 者 へ 求 め て い る の で し ょ う か 。 廣

島教育長にお伺いします。  

廣島教育長  県立の高等支援学校、これは授業料は無償でございま

す 。 ま た 、 授 業 で 使 用 す る テ キ ス ト 等 の 教 材 や 職 場 見 学 な ど 校

外 学 習 の 経 費 な ど 、 生 徒 が 個 人 と し て 使 用 す る 物 品 や 教 育 活 動

に必要となる経費は、原則保護者負担となっています。  



 

 －２３－ 

 こ の 保 護 者 負 担 に つ き ま し て は 、 障 害 の あ る 児 童 ・ 生 徒 の 就

学 の 特 殊 事 情 に 鑑 み ま し て 、 そ の 世 帯 の 経 済 的 負 担 能 力 の 程 度

に 応 じ て 特 別 支 援 教 育 就 学 奨 励 費 を 給 付 し て 、 個 別 の 状 況 を 見

て負担軽減を行っているという状況です。  

 こ ち ら の こ と に つ き ま し て は 、 オ ー プ ン ハ イ ス ク ー ル な ど に

お き ま し て 、 こ の 支 援 制 度 に つ い て 説 明 し 、 ま た 保 護 者 等 か ら

の 問 合 せ に も 対 応 し て お り ま す 。 ま た 、 今 後 は 中 学 校 等 へ も 直

接 周 知 す る な ど 、 家 庭 の 経 済 状 況 に よ っ て 生 徒 の 学 び が 左 右 さ

れないよう努めてまいります。  

亀山委員  これで質問を終わります。  

瘧師委員長  亀山委員の質疑は以上で終了しました。  

 以上をもって本日の日程は終了いたしました。  

 な お 、 ６ 月 24日 の 予 算 特 別 委 員 会 は 、 午 前 10時 か ら 開 会 い た

しますので、定刻までに御参集を願います。  

 本日はこれをもって散会いたします。  

                    午後４時 10分散会  


